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～地域貢献活動としてポケットビーチの整備を行いました～ 
  

７月４日（木）午後、地域貢献活動として、

うみてらす名立に隣接するポケットビーチの整

備作業を行いました。前日まで雨が降ったり止

んだりで当日実施できるかどうか心配していま

したが、晴天に恵まれて予定通り実施すること

ができました。 

 ポケットビーチでは、縦割り班の絆班に分か

れて３つの作業「浜と石段の草刈り」「流木回収」「石段の砂撤去」に汗を流しました。前日まで続

いた荒天の影響からか、２週間前に職員が下見に行ったときよりも格段に回収すべき流木の量が増

えていました。実際の作業では、生徒たちは一人一人がやるべきことに責任をもち、絆班の中で声

を掛け合い、一生懸命取り組みました。刈っても刈ってもなくならない草、拾っても拾ってもなく

ならない流木、落としても落としても減らない砂、そして時折照りつける太陽が参加者の体力を

徐々に奪っていきました。しかし、水分や塩分を補給し

ながら予定していた時間いっぱい作業をやり遂げること

ができました。名立区総合事務所から用意していただい

た回収用の袋が足りなくなるほど草や流木が集まり、ポ

ケットビーチは見違えるほどきれいになりました。最後

は参加者全員、達成感にあふれた表情で互いをねぎらっ

ていました。 

この海岸清掃には、名立区総合事務所、「名立の子ども

を守り育む会」の方々を始め、地域の方からも多数参加

していただきました。中学校と地域が手を組み、名立の名所の一つでもあるポケットビーチをきれ

いにしたいという共通の熱い想いで汗を流す様子は感慨深いものでした。ともに作業していただい

た地域の方々にこの場をお借りして深 く感謝申し上げます。 

 整備作業できれいになった名立のポ

ケットビーチを訪れた方が、素敵な夏

の思い出を作ってくれたら嬉しいで

す。そして、整備作業を通して名立中

の生徒が名立の海に愛着をもち、今ま

で以上に地域を大切に思う心が育まれ

ればと願っております。 
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７月１日（月）午後、２,３年生とその保護者を対象

に高校説明会を開催しました。近隣の高校の先生方がプ

レゼンテーションソフトやパンフレットをもとに、それ

ぞれの学校の特色やカリキュラム、求める生徒像等につ

いて説明してくださいました。 

 生徒は各高校の特色や学習内容を聞き逃すまいと、メ

モを取り、集中して話を聞きました。３年生からは「今

日から受験に向けて勉強時間を増やしたい。」「夏休みに

上進連テストがあるので本気で勉強を始めたい。」「説明

を聞いた高校についてあまり知らなかったけど、楽しそうだということは分かった。」「高校の説明

を聞いて、ますますそこに進学したいという気持ちが強まった。」などの振り返りがあり、受験生と

しての自覚や、進路選択に向けた強い意識の高まりを感じました。２年生は、「今まで高校について

あまり考えてこなかったけれど、今回の説明を聞いて、勉強をがんばらなければいけないというこ

とは分かった。」「自分のやりたいこと、なりたい職業にあった高校を選ぶことが大切だと思った。」

「受験はまだ早いという気持ちがあったけれど、今からがんばらないと後で大変になると分かっ

た。」などの感想があり、進路について、自分自身のこととしてしっかり考えていこうとする生徒が

多かったようです。 

 今回の説明会は進路選択について今まで以上に真剣に考え、希望の進路実現への意欲を高める良

い機会となりました。 

 

 

 

 

 ２,３年生が高校説明会に参加していた７月１日（月）の同時間帯、１年生は総合的な学習の時間

の一環として校外学習を実施しました。直江津、春日山にある公共施設を利用し、歴史的資料を目

にしながら、専門職員からの講話を元に理解を深めてきました。 

最初に訪れた場所は直江津の「平和記念公園展示館（直江津捕虜収容所跡）」です。名立機雷事件

の学習を発展させる形で戦争に関わる学習を深め、秋には学習成果を発表する予定です。次に訪れ

た場所は春日山の「埋蔵文化財センター」です。戦国時代の上越地域の経済や文化について学びま

した。これから調べたことをまとめ、発表に向けて準備を進めていきます。 

また、それぞれの学習での学びは、１年生が２年生になった時の修学旅行でさらに深めていくこ

とになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ７月５日（金）、３年生は家庭科の授業として名立たちばな保育園を訪問し「おもちゃ贈呈式」を

行いました。ねらいは、 

 〇保育園の訪問を通して、幼児の生活の様子を感じ取り、幼児への理解を深める。 

 〇制作したおもちゃの発表、贈呈を通して保育分野の学習をまとめる。 

の二つです。 

 この日に向けて３年生は、園児が年齢に応じて楽しめるかどうか考えるとともに、安全面も重視

しておもちゃづくりに励みました。贈呈式当日は晴天に恵まれ、３年生は前日の地域貢献活動の疲

れを感じさせることなく、保育園まで元気に歩いて往復しました。 

 訪問後の生徒の感想を紹介します。 

 〇おもちゃを園児に渡したとき、とてもよろこんでく

れて、がんばって作ってよかったなと嬉しくなりま

した。一から作ることはすごく大変だったけど、大

きな達成感を得られました。 

 〇おもちゃを作るとき、どうしたら楽しんでもらえる

か、安全なおもちゃになるにはどうすればいいか考

えました。園児がおもちゃを取り合っている様子を

見て、がんばっておもちゃを作ったかいがあったと

思いました。 

 

 

 

７月９日（火）、１０日（木）、の２日間、名中ソーランの

全校練習を行いました。 

名中ソーランを披露する機会は２回あります。８月１７日

（土）に行われる「ふるさと名立夏まつり」の夕陽イベント

と、９月２１日（土）の名立中学校体育祭です。「ふるさと

名立夏まつり」の夕陽イベントは土曜日夕方のため、都合の

つく生徒のみとなりますが、多くの生徒が参加の申込みをし

ています。 

初日は２,３年生も久しぶりだったこともあり、ややおとなしめの雰囲気で練習が進んでいきまし

た。１年生は、２,３年生の優しく丁寧な指導を受けながら少しずつ振り付けを覚えている様子でし

た。練習２日目はがらりと様子が変わり、かけ声の声量が増しただけではなく、手の角度、指先の

伸ばし方まで細部にこだわり完成を目指していました。本番に向けて気合いは十分です。夏休み中

は１日１回踊ることが夏休みの課題にもなっています。 

ぜひ、名立中学校真夏の伝統「名中ソーラン」をご覧いただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 



 

特設陸上部を皮切りに、運動部各部が地区各種大会に臨みました。結果は次の通りです。 

＜特設陸上競技部＞ ６月１１日(火)・１２日(水)  

高田城址公園陸上競技場 

女子共通200ｍ出場(２名)、 

女子共通800ｍ出場(２名) 

 

 

 

＜野球部＞   ６月１７日(月) 

糸魚川市美山球場 

 １回戦  名立中６－１３柏崎北部 

 

 

＜女子バレーボール部＞ ６月１７日(月)・２１日（金） 

リージョンプラザ上越 

 予選リーグ     名立中０－２直江津中 

                   名立中２－１糸魚川中 トーナメント進出 

 トーナメント１回戦 名立中０－２大潟町中 

 

 

 

 

保護者の皆様、送迎等でのご協力、ありがとうございました。 

８ 月と９ 月の予定 
８月 ９月 

５(月)～７(水) 

広島平和記念式典中学生派遣事業 

９(金)～１６(金)閉庁日 

２２(木)３年生上進連テスト（要弁当） 

２７(火)２学期始業式 

２８(水)アウトメディア週間～９月３日(火) 

２９(木)フッ化物洗口 

２(月)定期テスト前部活動停止～９月９日(月) 

５(木)質問教室①  

   フッ化物洗口 

６(金)質問教室② 

９(月)定期テスト② 

１２(木)フッ化物洗口 

１７(火)新人各種大会激励会 

１９(木)新人陸上大会 

    フッ化物洗口 

２１(土)体育祭 

２２(日)秋分の日 体育祭予備日 

２３(月)振替休日（２２日の） 

２４(火)振替休日（２１日の） 

２６(木)フッ化物洗口 

２７(金)英語検定 

 


